2010年７月２１日（水）　第３２７回　関西眼疾患研究会

五十嵐　良広先生（ジョンソン＆ジョンソン株式会社）

「コンタクトレンズアップデート」
今回の関西眼疾患研究会ではコンタクトレンズの使用現状、および最新のコンタクトレンズの素材とデザインについて五十嵐先生にご講演いただいた。　

コンタクトレンズ装用者は日本国内で現在1500万人（人口の20％）にのぼり、その66％が女性である。１日使い捨てSCLのシェアが49％と約半数を占め、２W交換SCLが30％、従来型SCLは3％、ハードCLは11％を占めている。

1991年度の市場規模は403億円でHCLが中心であったが、2009年には1712億円に拡大し、使い捨てSCLが販売の主流となっている。

ジョンソン＆ジョンソン株式会社（以下JJ社）は“the shorter the better”を信条にコンタクトレンズの開発を行ってきた。以下コンタクトレンズの素材とデザインについて、シリコーンハイドロゲル（SH）と乱視用コンタクトレンズを中心に説明する。

今年６月までで２週間交換コンタクトレンズの売り上げの65％をシリコーンハイドロゲル（SH）でできたアキュビューオアシス、アドバンスが占めている。残りの35％を占める2week アキュビューは７０年代からある従来の素材のHEMA/MMAから出来ている。含水率をあげるとSCL素材の酸素透過性は向上するのでHEMAにMMAを加えるなどの工夫がされてきたが、水のDk=80をこえることはできなかった。 終日そうようにはDk／Lが24.1、連続装用には87.0必要であるが、従来のSCL、HCLの素材では実現が難しく、長期的には角膜内皮細胞の経時変化も懸念される。

そこで新たな素材として登場したのがシリコーンハイドロゲルである。シリコーンハイドロゲルはシロキサン結合という酸素を透過しやすい構造を保有しており、水がなくても酸素を透過する。むしろ水が少ないほうが透過性が高くなり、現在販売されている シリコーンハイドロゲルCL（SHCL）のDK／Lは85−175と非常に高い。SHCLの難点として疎水性の問題があるが、これを克服するためプラズマコーティングなどの表面コーティングをする、素材の中に保水剤を混ぜるなど各社がいろいろな工夫を行っている。また一般的特徴としてSHCLは固いためフィッティングが困難であったが、最近のものは以前のものよりも柔らかくなり、フィットしやすくなった。装用感につながるレンズの潤滑性もアドバンス、オアシスでは非常によくなっている。SHCLの長所としては乾燥に強いことがあり、アキュビューオアシスでは快適な装用時間が長くなっている。またレンズの汚れ（タンパク質）は付きにくいといわれる。しかし変性したタンパク質は従来の素材よりもつきやすいという報告もあり、脂質、とくに化粧品には弱いことが知られる。そこで朝つけるときは先にレンズをつけてから、クレンジングはレンズをはずしてからという指導が望ましい。また角膜感染症の発症率についてはSHCLと他のSCLでは今のところ差はないようである。

JJ社から最近発売された“ワンデーアキュビュ　トゥリューアイ”は初の１日使い捨てタイプのSHCLである。１日使い捨てタイプはレンズの微生物による汚染が少ない、タンパクや脂質などの付着な少ない、保存液によるトラブルが内などのメリットがある。装用感についてもワンデーアキュビュと比較した実験では時間がたっても装用感が変わらないという結果がでており今後が期待される。

乱視用コンタクトレンズのデザインには従来プリズムバラストとダブルスラブオフという２つがある。プリズムバラストは回転の制御ができるという利点はあるが厚いので酸素透過性が懸念され、装用感が悪く、下眼瞼が回転したり、重力の影響など受けやすかったりという欠点がある。ダブルラブオフデザインはレンズの上下がうすく両端が厚いデザインで装用感がよく酸素透過性が高いが　回転制御、安定性にややばらつきがある。またレンズをつけて眼の上で安定するまでより時間がかかる。

最近J＆J社が開発した”アキュビューオアシス乱視用”は両者のいいとこどりをしたASDという新しいデザインを採用している。実際装用してから眼表面で安定する時間が早く、時間がたっても安定しているという実験結果が得られており、今後が期待される。
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